第　５　分　科　会

　昼食は、仙台市内の飲食店で、グループごとにとっていただきますので、各自現金をご用意ください。
	タイトル
	まちムラの見方「見えているもの」と「見えていないもの」
～下を向いて歩こう♪～

	推進委員
	座　長：西　尾　祥　之（愛媛県本部）
　　　：中　原　弥　生（岡山県本部）
　　　：中　田　博　明（鳥取県本部）

　　　：澁　川　　　学（香川県本部）

	本部推進委員
	重黒木　康　恵（女性部長）

	担当書記
	杉　崎　穣　滋（総合政治政策局）


	項　　目
	内　　　　　容

	テ　ー　マ
	消滅でも創生でもない「足元」の議論をしていくためには私たちが、地域を知り、探り、まちムラの新たな魅力を再発見していくことが必要であると思われる。

そこで、まちムラの新たな見方・魅力を提示する「思考」や、まちの見方・とらえ方という「視点」について探っていくことで、自分がくらす地域に興味を持つ一つ一つのきっかけをつくる分科会とします。

路上観察家の前田和男さんを助言者に、まちムラを見つめる「観察」の視点を探ったのち、グループ別フィールドワークを実施し、報告会（品評会）で視点を共有しながら「地域を興すこと」について考える。

	宮城自治研で
取り上げる

自治研的課題
	①　地域を知り、探り、魅力を発見するための視点の養い方

②　多様な目線＋想像力による地域の新しい魅力の創造

	課題解決にむけた

先進的活動
	「マイナスの資源を視点・発想の転換でプラスの資源として活用した事例」や「地域の歴史や文化、生活に着目してまちおこしにつながった事例」など


	項　　目
	内　　　　　容

	タイムスケジュールと
企画内容
	＜午前＞

９：00　挨拶・参加者交流

９：30　講演

　　　　助言者：前田　和男（路上観察家）
10：30　グループ別フィールドワークのルール説明

11：00　グループ別フィールドワーク出発

※昼食はグループごとにまちでとっていただくことになります。

＜午後＞

13：30　グループ別フィールドワーク帰着、報告準備

14：00　フィールドワーク報告会（品評会）

15：30　助言者からの講評等

16：00　終了

※　フィールドワーク（ＦＷ）について

通常は見過ごされるようなものを景観として観察・鑑賞し、遊びや笑いなどの「ゆとり」を持って、路上に潜む未知の魅力を探る予定です（ＦＷは各班行動で助言者は同行しませんが、観察力や新たな視点の会得など参加者同士の「修行」の効果も狙っています）。

助言者の前田さんは、路上観察学会事務局として、故・赤瀬川原平さん方と日本各地の路地裏を探訪し、ユニークな風景を発掘してきた方です。

	助　言　者

要請レポート・報告
	前田　和男（路上観察家）


－ 2 －

